















Division for Arts and Sciences, Jumonji University
2）元（公財）千葉県教育振興財団文化財センター















A Study on the History of Practices of Chiba Prefectural library’s 
Bookmobile “Hikari” in Postwar JAPAN : Interview with 
Mr. Hiroshi Yamazaki and Mr. Makoto Ohtawa
石川　敬史 1） 大岩　桂子 2）





































































































































農水産 鉱業 商交通 公務員 教育 学生 その他 無職 計
男 4,689 403 696 2,173 2,141 377 174 475 11,133
女 1,615 77 163 1,145 1,293 326 142 859 5,615
計 6,304 480 859 3,318 3,434 703 316 1,334 16,748








































ションに 1 冊か 2 冊ずつ出していく。それで
























区分 男 女 計 ％
19才まで 1,796 2,126 3,923 18.0
29才まで 5,670 3,190 8,860 42.7
39才まで 2,222 1,200 3,422 16.4
49才まで 1,794 746 2,540 12.3
59才まで 1,022 240 1,260 6.0
69才まで 402 98 500 2.4
70才まで 72 14 86 0.4
不明 106 48 154 0.7
















































































































































































































































2 人。だから 3 人「ひかり号」に乗って……
山　崎：それは読書週間の時だけですよ。のど







































































































































1949 3 3 0
1950 10 8 2
1951 20 15 5
1952 33 23 10
1953 40 28 12
1954 49 35 14
1955 53 37 16
典拠： 日本図書館協会公共図書館部会移動図書館分科
会，埼玉県立図書館編『全国移動図書館基礎調







































































































































30周 年 記 念 』 埼 玉 県 移 動 図 書 館 運 営 協 議 会 編，
1980.9，p.15―26．引用は p.16．
29）1953年 2 月23−24日に開催された第 1 回全国移動
図書館運営協議会（岐阜県岐阜市）のこと（前掲『移
動図書館の実態』）．
30）1954年 3 月 8 − 9 日に開催された第 2 回全国移動
図書館連絡協議会（千葉県鴨川町）のこと。なお，
第 3 回は全国移動図書館研究大会として，1956年 6
月26−28日に千葉県木更津市で開催された（『全国移
動図書館研究大会報告』日本図書館協会公共図書館
部会，1951.8，105p．）。
31）当時の県立長野図書館長は叶沢清介であった。（石
川敬史「叶沢清介の図書館づくり：PTA 母親文庫ま
で」『図書館人物伝：図書館を育てた20人の功績と生
涯』日本図書館文化史研究会編，日外アソシエーツ，
2007.9，p.141―161．）
32）山口源治郎「図書館空間の市場化と知る権利保障：
地域住民とともに共同空間をつくる」『月刊社会教育』
676，2012.2，p.4―10．
